
えられた。（参照2～4）  

（8）発生毒性試験（マウス）②  

MRIマウス（第1試験：一群雌35匹、第2試験：一群雌30匹）の妊娠6～  

15臥に強制経口（第1試験；原体‥0、10、30及び100mg瓜g体重／日、第2試   

験；原体：0、1及び3mg／kg体重／日）投与し、発生毒性及び母動物毒性試験が   

実施された。  

母体毒性量の100mg／kg体重／日では、異常所見を有する胎児数が有意に増加し   

た。30mg仮g体重／日以上投与群で、母動物に肝比重量の増加、肝細胞の脂肪蓄積   

と空胞化、ALP活性、NDEM活性及びP－450量の増加が、胎児に軽度の骨化遅   

延が認められ、10mg肱g体重／日投与群では母動物の肝細胞空胞化に程度の増強が   

みられた。  

本試験において、10mg収g体重／日以上投与群で母動物に肝細胞空胞化が、30   

mg戊g体重／日投与群で胎児に骨化遅延が認められたので、無毒性量は母動物で3   

mg瓜g体重／日、胎児で10mg肱g体重／日であると考えられた。（参照2）  

（9）発生毒性試験（マウス）③  

NMRIマウス（一群雌25匹）の妊娠6～15日に経度（原体：0、100、300及   

び1000mg／kg体重／日）投与し、発生毒性試験が実施された。さらに、母体毒性   

を確認するための追加試験として、同用量を投与し、病理組織学的検査（一群雌   

10匹）及び臨床生化学的検査（一群雌5匹）が行われた。  

300mg／kg体重／日以上投与群で、母動物に肝の脂肪変性、NDEM、t＞DEM活   

性及びP－450量の増加が、1000mg／kg体重／日投与群で、胎児に口蓋裂及び過剰   

肋骨の発生頻度の増加が認められた。  

本試験において、300mg肱g体重／日以上投与群で母動物に肝の脂肪変性等が、  

1000mg此g体重／日投与群で胎児に口蓋裂増加等が認められたので、無毒性量は   

母動物で100mg戊g体重／日、胎児で300mg瓜g体重／日であると考えられた。   

1000mg瓜g／体重／日群でみられた口蓋裂は母体毒性に関連したもので、検体に   

特異的な催奇形作用を示すものではないと考えられた。（参照2、3）  

（10）発生毒性試験（ウサギ）①  

ヒマラヤウサギ（一群雌16匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、10、  

30及び100mg／kg休重／日）投与し、発生毒性試験が実施された。  

本試験において、100mg茂g体重／日投与群で母動物に体重増加抑制、摂餌量  

の減少、着床後死亡胚の増加がみられ、母体毒性によると考えられる奇形（四  

肢の奇形）胎児数の増加が認められたので、無毒性量は母動物及び胎児とも30   

mg／kg体重／日であると考えられた。（参照2－4、6）  

（11）発生毒性試験（ウサギ）②  

ヒマラヤウサギ（一群雌15匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、3、  
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10及び30mg戊g体重／日）投与し、発生毒性試験が実施された。   

本試験において、いずれの投与群にも母動物及び胎児に影響は認められなか  

ったので、無毒性量は母動物及び胎児とも30mg／kg体重／日であると考えられ  

た。（参照2）  

（12）発生毒性試験（ウサギ）③  

チンチラウサギ（第1試験：一群雌16匹、第2試験：一群5匹）の妊娠6～   

18日に強制経口（原体：0、10、30及び100mg戊g体重／日）投与し、発生毒  

性試験（第1試験）及び母動物毒性試験（第2試験）が実施された。  

本試験において、100mかkg体重／日投与群で母動物に摂餌量及び体重の一時  

的な減少がみられ、胎児に体重低下及びこれに伴う骨化遅延の増加、投与によ  

ると考えられる奇形（3例）が認められたので、無毒性量は母動物及び胎児とも  

30mg戊g体重／日であると考えられた。（参照2）  

（13）発生毒性試験（ウサギ）④  

チンチラウサギ（一群雌14～15匹）の妊娠6～19日に強制経口（原体：0  

及び100mg耽g体重／日）投与し、発生毒性のメカニズム試験が実施された。  

100mg此g体重／日投与群で、母動物に体重及び摂餌量の減少、肝の薬物代謝  

酵素（ECOD，EROD，ALD，EH，GLU－T）活性の上昇（10～55％）、副腎組織  

中のステロイド（11－デオキシコルチコステロン及びコルチコステロン）濃度の  

軽度な上昇（20及び22％）及び副腎皮質束状帯の細胞肥大が認められた。グル  

ココルチコイドの増加は奇形を誘発する可能性があり、特にウサギは感受性が  

高いことが知られている。検体投与により、母動物への明らかな毒性に加え、  

副腎の細胞肥大とグルココルチコイドの産生及び血流への放出過剰が奇形発現  

に関与している可能性があるものと考えられた。母動物の血紫及び胎児組織中  

の検体濃度に差はみられず、胎児への検体の蓄積はないものと考えられた。本  

試験では胎児体重の低下は認められたが、外表奇形はみられず、100mg戊g体  

重／日は催奇形性の開値と考えられた。（参照2）  

（14）発達神経毒性試験  

SDラット（一群雌25匹）の妊娠0日～哺育11日に混餌（原体：0、100、  

300及び1000ppm）投与し、発達神経毒性試験が実施された。  

本試験において、 1000ppm投与群で母動物に死亡、体重増加抑制、摂餌量  

減少、妊娠期間の延長等の毒性影響がみられ、児動物に死産児の増加、生存率  

低下、体重増加抑制、発育遅延を示唆すると思われる所見（膣開口日の僅かな  

遅延、脳絶対量量の減少、小脳高の低値）が認められたので、無毒性量は母動  

物及び児動物とも300ppm（妊娠期間：22．Omg戊g休重／日、哺育期間：41．3  

mg／kg体重／日）であると考えられた。  

児動物の体重及び脳絶対重量については、100及び300ppm投与群において  

も統計学的に有意な低値が一部に認められたが、用量相関性はなく、雌雄で同  

－56－   



様の傾向がみられないことから、検体の影響ではないと考えられた。児動物に  

特異的な神経行動学的影響は認められなかった。（参照2）  

13．遺伝毒性試験  

テブコナゾールの各種遺伝毒性試験が実施されており、試験結果は全て陰性であ   

った（表4）  

テブコナゾールに遺伝毒性はないものと考えられた。（参照2～4、6）  

表4 遺伝毒性試験概要  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

血I元m  DNA修復試験  且βぴろ泌   0．313～20ドがディスク  

（rec－aSSay）  （＋／・S9）   
陰性  

DNA修復試験  且∝道（W3110，Ⅹ12p3478）   625～10000ドg／ディスク  

bol試験）  （＋／－S9）   
陰性  

復帰突然変異試験  £¢p五Ⅲ王エdMロ   15．6－500膵／プレート   

（A皿eS試験）   （m98，mlOO，m1535，m1537）  （＋／・S9）  

β∴刀必（WP2乙J叩d）   陰性             31．2－1000ドg／プレート  

（－S9）  

156～5000膵／プレート  

（＋S9）  

復帰突然変異試験  且むp丘血血u皿   20－12500トLg／プレート   

（Ames試験）   （m98，mlOO，m1535，m1537）  75～1200pg／プレート  陰性  

（＋／一S9）  

復帰突然変異試験  且むp血加療u皿   37．5－2400帽／プレート   

（A皿eS試験）   陰性     （m98JAlOO，m1535，m1537，  39．5－450巨g／プレート  
m1538）   （＋／－S9）  

遺伝子突然変異  チャイニーズハムスター卵巣  80～100購舟山（－S9）   

試験（HPRT前進  陰性  

突然変異試験）   

不定期DNA合成  0．5～25．2llg／mL   陰性  

（UDS）試験   

染色体異常試験  ヒトリンパ球   3～30ドg／mL（－S9）  陰性  

30～300pg／mL（＋S9）  

姉妹染色分体交換  チャイニーズハムスター卵巣由  4～30購血止（－S9）   

試験   来培養細胞（CHO）   陰性       15～120トIg／mL（＋S9）   

上月I々γロ  小核試験   マウス骨髄細胞   200～2000mg／kg  陰性  

（単回強制経口投与）  

優勢致死試験   マウス   2000mg／kg  
（単回強制経口投与）  陰性   

注）＋十S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

14．白内障に関する試験（参考）  

（1）6週間反復吸入毒性及び白内障に関する試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌4匹）を用いた吸入（原体：150及び800mg／m3、4時間／   

日、5日／週）による6週間反復吸入毒性及び白内障に関する試験が実施された。  
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本試験において、 技術的に可能な最大濃度である800mg／m3（実測濃度：914  

mg／m3）群で、投与期間中に一時的な流誕、咳漱音及び摂餌量の減少が認められた  

が、眼科的検査及びレンズの病理組織学的検査では白内障は認められなかったの  

で、無毒性量は白内障については914mg／m3、一般症状については163mg／m3  

であると考えられた。（参照2、3）  

（2）4週間反復吸入毒性及び白内障に関する試験（ネコ）  

ネコ（一群雌雄各4匹）を用いた吸入（原体：50及び350mg／m3、6時間／日、   

5日／週）による4週間反復吸入毒性及び白内障に関する試験が実施された。  

本試験において、350mg／m8（実測濃度：309mg／mり を吸入投与しても白内障   

の誘発は認められなかったので、白内障に関する無毒性量は309mg／m3であると   

考えられた。（参照2）  
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Ⅱ．総合評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「テブコナゾー ル」の食品健康影響評価を実施   

した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、テブコナゾールは動物体内に速やか   

に吸収され、血境・中濃度は0．33～1．70時間後に最高に達した。投与後1時間でほぼ   

全組織及び臓器に分布し、肝及び副腎皮質には他の組織及び臓器に比して高い濃度   

の分布がみられた。主な排泄経路は月旦汁を介した糞中であり、尿中へも排泄される   

が、呼気への排泄はわずかであった。主要代謝経路は、オブチル基の水酸化及び酸化   

であり、主要代謝物はMl及びM8で、主に糞中で検出された。   

／ト麦、ぶどう及びらっかせいを用いた植物体内運命において、主な代謝経路は、   

オブチル基の水酸化によるMlの生成及び抱合化によるM18への代謝、M23の生成   

とそれに続くM24、M25、M26への代謝と推定された。M24、M25、M26は、動   

物体内では確認されず、植物体内でのみ確認された。  

作物残留試験がテブコナゾールを分析対象化合物として実施されており、最高値   

は最終散布7日後に収穫した茶（荒茶）の16．5mg戊gであった。  

各種毒性試験結果から、遺伝毒性は認められなかった。発がん性試験において、   

ラットで甲状腺C細胞の増殖性病変（過形成及び腫瘍）が、マウスで肝細胞腫瘍が   

認められたが、遺伝毒性は認められないことから発生機序は遺伝毒性メカニズムと   

は考え難く、本剤の評価にあたり開値を設定することは可能であると考えられた。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をテブコナゾール（親化合物の   

み）と設定した。   

評価に用いた評価書等に記載されている各試験の無毒性量等は表5に示されてい   

る。   

米国EPAでは、ラットを用いた発達神経毒性試験において、低用量（100ppIn）   

投与群の児動物にみられた脳絶対重量の減少を毒性影響と考え、この試験における   

最小毒性量100ppm（8．8m釘kg体重／日）を根拠とし、不確実係数1000を用いて慢   

性参照用量（cR8））を設定している。しかし、脳比重量は減少していないこと、300  

ppm投与群では雄に脳重量の減少がみられないこと、100ppm投与群で脳重量減少   

に関連すると思われる毒性所見がみられないこと、より投与期間の長い2世代繁殖試   

験の次世代動物に毒性所見がみられないことから、この脳絶対重量減少は、生体に   

とって問題となるものとは考えられなかった。   

各試験の無毒性量の最小値は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の1．5mg戊g体   

重／日であったが、この試験では最′j、毒性量以下の用量を低く設定しすぎていること、   

追加試験で得られた無毒性量が2．94mg／kg体重／日であることから、イヌを用いた  

1年間慢性毒性試験の無毒性量は2．94mかkg体重／日であると判断し、これを一日   

摂取許容量（ADI）の根拠とした。   

食品安全委員会は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の無毒性量2．94mg瓜g体重  

／日を根拠として、安全係数100で除した0．029mg／kg体重／日をADIと設定した。  
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0．029mg／kg体重／日  

慢性毒性試験  

イヌ  

1年間  

混餌  

2．94mg瓜g体重／日  

100   

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認す  

ることとする。  
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表5 各試験における無毒性量等の比較  

無者鰻蜘休診日）カ  

動物隆  紬i皇 血蓋温。） 農薬抄録   JMPR   米国   豪州   

ラット  盟日間  謀）  三犯  

東急性  

毒性討験   肝、牌重量増加等  月髄害等  

ql00用船，1000拝血  雄：弘8  9  雄：3A8  10  

雌：10．8  雌：10月  

知日間  

亜憩生      雄：休診曽わ僻   体参勤斬凱副    雄：体重勒新制   体重増加抑制、副    雄：qaG池亀1717  
毒牲試験  雌：qⅦ息亜烏空路2  雌滴贋束牌瑚蝶  等  腎細葦謹盟謝ヒ  

内空胞化幕   雌：房l屑細庖甥包  

化  

ql叩，叫1000押m  雄：雲は  

知日間  雌：弘0  

魂生  

個性  雌雄：体重増加抑制筒  

詞験  （神経毒性は認めら  

れなレう  

ql00，叫1000即m  雄：5．3  5  雄：5．3  lllJ…  
堆：7．4  一堆：7．4  

2年間漫   
性雛／  

雄：甲状腺C細胞   体重増加抑制  雄：甲状晩C細胞   体重増加折取持  

雌：q7．4，盟邑弧3   増殖性病変  i断絨  
発がん性  

併辞験  
堆：体診断新制  雌：体重増加抑制  

等  
揆がん睦ほ認め  

られなバ  られ頓バ  抽う  

0，100；珊1㈱脚1  親勤臥児酬軌繁  親動物、児動物及  顛動物及び   顛動物し児動物及  

殖能：  び繁殖能：翌  繁殖詑：15  て願能：25  

P雄：21．6  

P雌：㌘．8  

2世代  
Fl雄：三汀．1  

Fl雌：お9  

繁耐酸  
掛野物：体  

羞増加抑制等  
物：体重増加抑制  物：値勧晰制  

繁殖能：出師腹児  

難癖沙等  腔層舶沙  垂朝嘲制  減少  

q：恥t弧遁   母動物：：狙  母動物：謀）  母動物：罰  

胎児：三氾  胎児：任）  胎児：三氾  

発生雛  
母動物：体重増加抑制    母動物：体重増加    母動物：月闇増  

討敢p  等   抑糾等   
顔刑  

胎児：椎胃・胃化遅延  

経由  減少等  
（催奇形性は認めら  

れなバ   姻う   

ql∝）   母動物：－  母動物：－  

胎児：－  胎児：－  
発重責性  
．胡  

母動物：体重増加抑制  母動物：体重増加  母動物：体重増加  

顔削  
胎児：啓J呪奇形児  抑制  

経口）  増加等   胎児：壌里見奇  胎児：吸吸  

チ玖皆断【等  
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動物種  試験   
投与量  顛弛象毎鹿体蓼日）カ  

廟休診日）  農薬抄録   JMアR   米国   豪州  

ql鋸犯1∝）   母動物：∽  母動物：通  母動物：Ⅶ  

胎児：刃  胎児：謀）  胎児：罪  

発生毒性  

≡・甜  母動物：体参勤新制    母動物：体重増加  母動物：体重増加  

顔捌  脱尼：朱削呪奇形児  抑糾  抑制  

経口）  増加等   胎児：軌侃奇  胎児：軌呪奇  

形周勧蒔  形児増加等  

ql叫叫1000拓皿  母動物：盟β  

児動物：芝山  児動物：－  

卿：qa邑盟凡佑∬   母動物：体重増加  

発達神経 毒性弼験  抑糾等  

児動物：生存率低下等  児動物：1（カp騨n  

亀8頑健  
（神経毒性は認めら  日）‾闇闇睦相室羞  

れなしう  減少等   

マウス   q三犯印，1釦Ⅵ皿  雄：1a2  6  

雌：慧；」1  

21カ月間  

葦がん性  」堆堆：椚空樹ヒ穿  

詞紀）  変化  
（発がん性は認めら  靡がん性は認め  

れなバ  られ窃バ  

q叫1弧）卿n  

21カ月間  

彩ミん性 縛  両用量とも最大耐量  帥騨1で肝障  騨押mで肝障  

② 睡  伽旺功  患1珊即mで  

醐  
：l■j巨≧！云；・誓Jl   

MIDを超える用量で  

j■：三≧卓喜装Jl  

ql鋸弧1∞   磯物：畑   母動物：－   芦・三≒一一㍍ l  

qlq三軌範1の   胎児：10  胎児：10  胎児：10  

発生毒性  

≡こ蟻概  母動物：前知胞の脂肪   母動物：肝車生   母動物：肝細胞の  

顔制  化   胎児：軌・媚の増  空砲化等  

経由  胎児：軌勝助口  

餌氾嘘休診日  

で奄嘲胎児嗜用   

鋸ほ1町瓢沌00   母動物：3  

胎児：畑  

剋責牲  

循②  母動物：月刊王胞空尉ヒ  

㈱  胎児：骨化遅延  

径畑  
傾裔倒批僻めら  

れな／う  

ウサギ  qlq：恥1（D   母動物：謀）   母動物：劫   瑠動物：30   母動物：刃  

胎児：：沿   胎児：謀）   胎児：卸   胎児：刃  

発蟻性  

搾①  
母動物：体重酢！餌制  母動物二体重頓知  母動物：体重増加  母動物：休診斬ロ  

顔捌  
等   抑制等   抑糾等   抑別等  

経口）  

胎児： ′  胎児：着床後死亡  胎児：着床後死亡  胎児：体猷  

力軋脚軌蒔  月歩勧軋四肢奇形  

児増加等   児増加等   



動物種  試験   
投与量  無替鰻軸短体塾日）♪  

血幽体蓼日）  農薬抄録   叔PR   米国   豪州  

q呈1〔ち諜〉   母動物：謀）  母動物：10  

発生毒性  
胎児：：犯  胎児：勤  

詞紛  

（強制  

母動物：体重勘口  

経団  
（催奇形性は認めら  

れなバ  

0，1q罰，1（沿   母動物：謀）  

発生雛  胎児：三氾  

．・朗  

顔削  親物：体動紗等  

径畑  胎児：骨ー麒等  

イヌ   lシIll‖lll＝Il  9  雌：73  7．5  

！氾日間  雌：a8  

亜勧生 毒脚験   雄：q8烏41烏』砺．1  
雌：q8艮413，2江L5   等  

叫い弧2叫100伽）  2  1  L5 

1年間  雌：1．5  

慢性毒性  白内象頁l屑の病   水晶楓肘毒   静脚包  
翫頓  雌：町境7烏茹5  雄：Au｝活性上昇等  紺ヒ  

雌：水晶体損濁等  

ql叫1宣氾Ⅲ】In  雄：之≦裕  3  3  雄：29  

1年間  雌：之！姓  堆：3．0  

・厘性毒性  

．・朋  
雌：qま乳4亜  雌雄滴脚包   雌雄：苗l贋束状帯   雌雄：高I屑葉状許    雌雄：副腎尭状帯  

肥大   槻巴大   細舗巴大   細舗巴大   

NOAEL：え9生   NOAEL：3   皿：8β   岨：15  
』Ⅸ如）  SF：1∝l   SF：1（Ⅲ   tJF：1（Xカ   SF：100  

AⅨ：0．0望）   AⅨ：α（B   d班）：α∝P   AⅢ：0∬1   

ADI脚設定根拠資料  
イヌ1年間   イヌ1年間  ラット発達神経  

慢座談辟験  毒性試験   

／：試験記載なし。  

NOAEL：無毒性量 ⊥OAEL：最小毒性量 SF：安全係数 tⅣ：不確実係数  
ADI：一日摂取許容量 cR丘）：慢性参照用量  

1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

記号   化学名   

Ml  （点針5一（4－ク叩7ェニ叶2，2ヅメチル甘（1月‥1，2，4－トリアデうレ1－イルメチル）へ○ンタンー1，3ヅオール   

（点S風9－1・（4一タロロフェニノり－4，4ヅメチルー3－（1月ニ1，2，4一トリ〃O」ト1イルメチ両へ○ンタンー1，3，5－ト  

M2     リオール   

（点乳畝針1イ4－クpロブユニノゆ－4，4ヅメチル甘（1月こ1，2，4－トけソ○っぃ1一イルメチノりへ○ンタンー2，3ヅ  

M3     オール   

（月号錮十（4－タロロブェニル）・4，4ヅメチル・3－（1月こ1，2，4小けソ寸っレ1－イルメチル）へ○ンタンー1，3ヅ  

M4     オづレ   

（j乙針1－（4－タロロ廿ヒドロキシフェニル）－4，4・シ○メチル甘（1月：1，2，4－トけソ～叫－1－イルメチル）へ○ンタン  
M5     －3－オール   

（点針1－（4－ク叩甘ヒドロキシ7ェニ再－4，4－シやメチル甘（1月ニ1，2，4－け〃㌧サ1－イルメチル）へ○ンタン  

M6     －3－オール   

M7   
（点針5一（4－タロロー3・ヒドロキシフェニけ2，2ヅメチJト3－（1月ニ1，2，4－トけりさっぃ1－イルメチル）へ○ンタン  

－1，3一シ◆オール   

（鬼9－5一（4－タロロフェニル）甘ヒドロキシー2，2－シ寸メチル甘（1月‥1，2，4－トリアリ寸－ル1－イルメチル）へ○ンタン  

M8     酸   

（鬼針5－（4一タロロブェニル）・3－ヒドロキシー2，2ヅメチルうー粥リー3－（1月＝1，2，4－＝アブールー1－イルメチル）  

M9     ヘーンタン酸   

MlO  （RS）－4’一夕ロロー3－ヒドロキシー4，4ヅメチルー3－（1H・1，2，4小りげ－ル1－イルメチ巾へ○ンタノアェン   

（EZ，RS）十（4－クロロフェニル）・4，4ヅメチルー3－（1Ⅱ－1，2，4小リアゾ○っい1－イJりチル）－1－へ○ンテンー1，3－  
Mll     シやオール   

（兄9－6－【2－（4一夕ロロ7ェニル）エチル】せヒドロキシ・7，7ヅメチルー5，6，7，8－テトラヒドロ【1，2，4】トリアリやロ  

M12     【1，5－a】ヒ○リシやン   
M13  （虎朗一1－（4－ク叩アニ二叶せメチルー3－（1月こ1，2，4－トけり～叫－1一イルメチル）へ○ンタンー3－オール   

M14  （風針4－（4一如ロブェニル）－1－（1月ニ1，2，4－トリ〃○叫・1イル）ブタンー2－れレ   

M15  4－（4－タロロブェニ再－1－（1月二1，2，4一帖げ－ルー1－イ再ブタンー2－オン   

M16   （Mlの硫酸抱合体）   

M17   （Mlのタやルタル酸抱合体）   

M18   （Mlのク～ルコース抱合体）   

M19   （M2のクやルタル酸抱合体）   

M20  （兄9－5，5ヅメチルー4－（1月ニ1，2，4－トけり†－ルー1一イルメチル）－4－ヘキサノリド   

M21  （j乙9－4－ヒドロキシ・5，5ヅメチルー4・（1月ニ1，2，4－トけり～ぅト1一イルメチル）ヘキサン酸   

M22  3，3－シ○メチルー1一（1J苧1，2，4一トけリーールー1－イめブタンー2－オン   

M23  1，2，4－ト押ソ○－ル   

M24  （助せ（1月二1，2，4－トリげ－ルー1一イル）アラニン   

M25   （助－3－（1月二1，2，4－トリアリ■－ルー1－イル）乳酸   

M26  （1ガ1，2，4・トけデっレ1－イル）酢酸   

M27  ダク叩安息香酸   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

aユ   有効成分量   

ALD   アルドリンエポキシダーゼ   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

Cm猥   最高濃度   

ECOD   7一エトキシクマリンデェチラーゼ   

EH   エポキシドヒドロラーゼ   

EROD   7－エトキシレゾルフィンデェチラーゼ   

ユLU－T   tmP－グルクロニルトランスフエラーゼ   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MTD   最大耐量   

早DEM   ル・デメチラーゼ   

フ1）EM二   ロブメチラーゼ   

P－450   チトクロームP－450   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PTT   部分トロンポプラスチン時間   

Tlノ2   半減期   

TAR   総処理（投与）放射能   

Tmax   最高濃度到達時間   

TRR   総残留放射能   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

国内の圃場の試験  

作物名  
試  

験   回   テブコナゾール  
トリアメール  

数             （日）  

アラニン  
（栽培形態） （分析部位） 実施年度    圃 場  

酢酸  

数   
最高  

最高値   平均値  
値   

′ト麦   14   0．16   0．10  0．56  0．40  0．21  0．16   
2  EC   352   2  0．14   0．08  0．67  0．47  0．23  0．18   

1991年度  28   0．06   0．02★  0．93  0．68  0．20  0．20   

小麦  13  0．01  0．01  

（露地）（玄麦）  300   14  0，07  0．06  
1998年度   2    20  0．01  0．01  

21  0．05  0．04  

／j、麦  7  0．68  0，38  
（露地）（玄麦）  2  SC   400×1   14  0．24  0．24  

2002年度  200×2  3                          15  ＜0．05  ＜0．05  

21  0．15  0．10★   

小麦  14  0．05  0．05★  

（露地）（玄麦） 2004年  2  SC  400×1 200×2  3   21 18  0．06  0．06★  

＜0．05  ＜0．05  

小麦  7  0．53  0．36  
（露地）（玄麦） 2003年  2  SC  600×1 300×2   3   14  0．07  0．06★  

度  21  0．06  0．05★  

大麦  14  1．47  

（露地）（種子）  200   21  0．91  

2003年度   2    28  0．24  

29  0．11   

てんさい  14  0．16  

（根部）  2  SC   267   4   21  0．11  
1999年度  28  0．07   
てんさい  14  0．02  

（根部）  2  SC   300   2   21  0．02  

2000年度  28  0．03   

たまねぎ  1  0．02  
（露地）（鱗茎）  400   2   3  0．04  
2000年度   7  0．01   

ねぎ  
0．16  

（露地）  
4  SC  300～400  3   

14  

（茎葉）  
0．11  

2001年度  
28  0．03   

わけぎ  3  2．43  
（露地）（茎葉）  1．02  
2003年度   14  0．67   

あさつき  3  5．56  
（露地）（茎葉）  600   3   7  1．84  

2003年度   14  1．01   0．70  

りんご  
1  0．43  0．23  

（露地・無給   
500   

7  0．22  0．14  

（果実）  3    14  0．04  0．03★  

2004年度   21  0．02  0．02★  

なし  
1  1．53  1．04  

1．06  0．73  
（露地・無給 （果実）  1．69  0．80  
2004年度   21  0．72  0．46  

もも  1  0．11  0．10  
0．10  0．08  

（露地・無給 （果肉）  0．06  0．05  
2001年度   7  0．11  0．08  
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盃  残留値（mg瓜g）  

回   
トリアゾー→レ  

験   
テブコナゾール  

アラニン  酢酸  

圃 場  
最高  

数   
最高値   平均値  

値   

1  6．13  4．64  

3  4．96  3＿62  
2  SC  300～400  3    5  

3．62  2．70  

7  4．17  3．75  

1  0膿63  0．63  

1  SC  L5gaポ尉  3   3  0．58  0．56  

7  0．47  0．46  

1  1．57  1．53  

3  0．76  0．74  

1  SC  500   3    7  0．87  0．84  

14  0，31  0．30  

1  0．77  0．72  

2  SC   400   3   3  0．68  0．65  

7  0．67  0．52  

1  0．39  0．35  

3  0．29  0．22  
2  SC   500   3    7  0．79  0．44  

14  0．42  0＿24  

7  0．85  0．62  

2  SC  400～500  3   14  0．76  0．42  

21  0．14  0．09  

1  2．15  1．59  

2   3  1．76  1．34  

7  0．90  0．65  
2  SC  200～500  

1  2．01  1．50  

3   3  1．46  1．15  

7  1．08  0．91  

1  3．25  2．76  

2  SC  400～500  3   3  2．16  1．92  

7  1．87  1．24  

1  0．69  0．43  

7  0．78  0．77  
1 SC 200   3    14  0．51  0．44  

21  0．36  0．30  

1  3．18  3．10  

7  3．95  3．31  
1  SC   500   3    14  3．75  3．38  

21  3．63  3．25  

14  0．29  0．19  

2  SC  300～500  3   21  0．20  0．16  

28  0．12  0．09  

7  16．5  10．2  

2  SC   200   1   14  14．2  9．48  

21  1．84  1．10  

7  6．80  4．44  

2  SC   200   1   14  5．77  4．00  

21  0．46  0．31  

作物名  

（栽培形態）  

（分析部位）  

実施年度   

もも  

（露地・無麹  

（果皮）  

2001年度  

ネクタリン  

（露地・無給  

（果実）  

2003年度   

あんず  

（露地・無紛  

（果実）  

2005年度   

すもも  

（露地・無給  

（果実）  

2003年度  

おうとう  

（施設・無紛  

（果実）  

2001年度  

おうとう  

（施設・無給  

（果実）  

2004年度  

おうとう  

（施設・無鉛  

（果実）  

2005年度   

ぶどう  

「大粒種」  

（施設・無給  

（果実）  

2004年度   

ぶどう  

「小粒種」  

（厳・無麹  

（果実）  

2004年度   

かき  

（盛地・無給  

（果実）  

2001年度  

茶  

（露地）（荒茶）  

2000年度   
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海外の圃場の試験  

試  残留値（mg／kg）  

作物名  験  
使用量  

テブコナゾール  

回姦   pⅡⅠ  

実施年  

（分析部位）  

場  

圃   
（gai瓜a）  

最高値   平均値   

数   
トウモロコシ  

（穀粒）  2  EC   200－400   3   15   0．03   0，02   

2004年  

トウモロコシ  

（穀粒）  1  EC   200－400   3   15   ＜0．1   ＜0．1   

1995年  

トウモロコシ  

（穀粒）  1  WP   250   3  3－21   ＜0．1   ＜0．1   

1994年  

トウモロコシ  

（穂軸）  1  WP   250   3   15   ＜0．1   く0．1   

1994年  

トウモロコシ  

（穀粒）  1  Wア   500   3   15   ＜0．1   ＜0．1   

1994年  

トウモロコシ  

（穂軸）  3  SC   200－400   4   15   く0．1   ＜0．1   

脚年  

オート麦   22   0．62   0．34   

（穀粒）  1  EW   125－375   1  36   0．32   0．19   

1992年  50   0．33   0．17   

オート麦   28   く0．05   く0．05   

（穀粒）  1  EW   129－194   1  35   0．1   0．08★   

1995年  42   ＜0．05   ＜0．05   

オート麦   28   0．11   0．07★   

（穀粒）  2  SC   129・－194   1  35   0．07   0．06★   

1995年  42   0．05   0．04★   

キャベツ   7   0．63   0．62   

（葉球）  2  EW   188   3  14   0．48   0．44   

1993年  21   0．32   0．32   

キャベツ  

（菓球）  1  EW   125－250   
21  ＜0．05  ＜0．05  

1996年  

3  
35  く0．05  ＜0．05   

キャベツ  7  0．56  0．56  

（菓球）  1  EW   125－250   
14  0．33  0．33  

1996年  

3  
21  0．37  0．37  

28  0．19  0．19   

キャベツ  

（菓球）  1  WG   200   3   21   く0．05   ＜0．05   

2002年  

3  0．08  0．08  
キャベツ   7  く0．05  ＜0．05   

（葉球）  1  WG   200   3  14   く0．05   く0．05   

2002年  21  ＜0．05  ＜0．05  

28  ＜0．05  ＜0．05   

キャベツ   14   ＜0．05   く0．05   

（菓球）  1  EC   375   3  21   ＜0．05   く0．05   

1989年  28   ＜0．05   ＜0．05   

キャベツ  

（葉球）  1  EC   375－750   3   21   0．47   0．36  

1989年  



試  残留値（mg／kg）  

験  テブコナゾール  

圃  
使用量  回数   PHI  

場  
（gai瓜a）  ¢司  

最高値   平均値  

数   

1  EW   125～250   3   21   0．56   0，56  

7  0．21  

14  0．05  
0．21  

1  EW   
125～250   3  

21  ＜0．05  
0．05  

28  く0．05  
＜0．05  

1  WG   200   3   21   ＜0．05   ＜0．05  

3   0．09   0．09  

7   ＜0．05   ＜0．05  

1  WG   200   3  14   ＜0．05   ＜0．05  

21   ＜0．05   ＜0．05  

28   く0．05   ＜0．05  

1  WP   200   2   7   0．18   0．18  

3   0．55   0．55  

1  WP   200   2  7   0．23   0．23  

10   0．13   0．13  

3   4．3   3．4  

3  WP   233－250   2  7   2．3   1．7  

10   2．3   1．2  

2  WP   250   2   7   0．65   0．54  

1  WP   250   2   6   3．2   3．2  

2  EC   200－400   4   14   0．27   0．22  

1  EC   200～400   8   14   0．1   0．1★  

1  SC   150－300   5   14   ＜0．1   ＜0．1  

2  SC   150～300   5   14   ＜0．1   く0．1  

1   1．77   1．39  

3   1．19   1．14  
1  WG  3  

5   0．76   0．75  

7   0．54   0．51  

1   15．7   13．8  

3   8．95   8．44  
1  WG  3  

5   8．12   8．06  

7   4．42   4．29  

3   ＜0．02   ＜0＿02  

3  WG   62．5－125   4  7   ＜0．02   ＜0．02  

10   ＜0．02   ＜0．02   

作物名  

（分析部位）   

実施牛  

サボイ  
キャベツ  

（葉球）  

1996年  

サボイ  
キャベツ  

（菓球）  

1996年  

赤キャベツ  

（菓球）   

2002年  

赤キャベツ  

（莱球）   

2002年  

にんじん  

（根部）  

2004年  

にんじん  

（根部）  

1995年  

にんじん  

（根部）  

2003年  

にんじん  

（根部）  

2004年  

スイカ  

（果肉）  
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  験  
使用量  

テブコナゾール  

（分析部位）  圃  
（ga地a）   

回数   PHI  

実施年  場  
匝〉  

最高値   平均値   

数   

スイカ   3   0．05   0．04   

（果皮）  3  WG   62．5～125   4  7   0、05   0．04   

1991－1993年  10   0．02   0．02★   

スイカ   3   0、03   0．03   

（果実全体）  1  WG   125   4  7   0．03   0．03   

1993年  10   ＜0．02   ＜0．02   

スイカ  

（果肉）  1 WG 125   4   7   く0．02   く0．02   

1993年   

スイカ  

（果皮）  1  WG   125   4   7   0，08   0．08   

1993年  

スイカ  

（果実全体）  1  WG   125   4   7   0．04   0．04   

1993年  

メロン  

（果実）  4  WG   100～150   3   3   0．10   0．05   

2005年  

メロン   1   0．06   0．05   

（呆実）  4  WG   100～150   3  3   0．08   0．04   

2005年  7   0．05   0．04   

メロン  

（果実）  4  W■G   100～200   3   3   0．24   0．10★   

2004年  

メロン   1   0．11   0．07★   

（果実）  4  WG   100～200   3  3   0．10   0．08★   

2004年  7   0．09   0．06★   

メロン   3   ＜0．02   ＜0．02   

（果肉）  3  ⅥrG   62．5－125   5  7   ＜0．02   ＜0．02   

1991－1993年  10   く0．02   ＜0．02   

メロン   3   0．27   0．20   

（果皮）  3  WG   62．5－125   5  7   0．34   0．17   

1991－1993年  10   0．12   0．08   

メロン   3   0．13   0．13   

（果実全体）  1  WG   125   5  7   0．05   0．05   

1993年  10   0．06   0．06   

メロン  

（果肉）  1  WG   125   5   7   く0．02   く0．02   

1993年  

メロン  

（果皮）  1  WG   125   5   7   0．08   0．08   

1993年  

メロン  

（果実全体）  1  WG   125   5   7   0．03   0．03   

1993年  

オレンジ  3  く0．1  ＜0．1  

（果実）  1  SC   200   
7  く0．1  ＜0．1  

2004年  

5  
14  く0．1  ＜0．1  

21  く0．1  ＜0．1   

オレンジ  

（果実）  3  SC   200～400   5   14   0．2   1．2★   

2004年  
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試  残留値（mg／kg）  

験  
使用量  

テブコナゾール  

）   圃  
回数   PI‡Ⅰ 

場  
（gai几a）  掛   

最高値   平均値  

数   

2  EC   300～600   3   20   2．22   1．75  

3   0．09   0．08  

6   0．12   0．08  

9   0．08   0．06  

EW  5  12   0．06   0，06  

15   0．04   0．04  

18   0．02   0．02  

21   0．03   0．02   

3   0．40   0．22  

6   0．14   0．10  

ウレ  9   0．06   0．05  

EW  4  12   0．04   0．04  

15   0．02   0．02  

18   0．03   0．02 

21   0．03   0．03  

5   ＜0．1   ＜0．1  

15   ＜0．1   ＜0＿1  

1  EC   250   3  
30   ＜0．1   ＜0．1  

45   ＜0．1   ＜0．1  

1  EC   500   3   30   ＜0．1   ＜0．1  

1  WP   250～500   3   30   ＜0．1   く0．1   

3  EC   200－400   3   30   0．05   0．06★   

牛  

7   0．02   0．02★  

14～15   0．02   0．02  

2  SC   250   
21～22   0．05   0．03☆  

5                                   28－30   0，03   0．02★  
年  45   0．02   0．02★  

60   0．03   0．02★   

3  SC   250   5   30   0．06   0．03★  

牢  

3  SC   250   3   28   0．02   0．01★  

1  EC   200－400   5   30   ＜0．1   ＜0．1   

剤、SC：フロアブル製剤、EW‥エマルション製剤、WG‥額粒水和剤、WP‥水和剤  

作物名  

（分析部位   

実施牢  

オレンジ  

（果実）  

2004年  

マン′コー  

（果実）  

2002年  

ワックスアップ  

（果実）  

2001，年  

コーヒ豆  

（乾燥豆）  

1990年  

コーヒ豆  

（乾燥豆）  

1990年  

コーヒ豆  

（乾燥豆）  

1993年   

コーヒ豆   

（乾燥豆）  

1995、2004   

コーヒ且  

（乾燥豆）  

1996－1997   

コーヒ豆  

（乾燥豆）  

1996～1997  

コーヒ豆  

（乾燥豆）  

1996年  

コーヒ豆  

（乾燥豆）  

1998年  

注）・EC：乳  

・一部に検出限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、検出限界値を検出したものとして  
計算し、雅印を付した。  

・全てのチータが検出限界未満の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  

・－：使用量不明  
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テブコナゾールに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定に  

対して寄せられたコメントについて  

（1）「食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部改正（食   

品中の農薬テブコナゾールの残留基準設定）」に関する意見の募集に対して寄せ   

られたコメント  

意見募集手続き中  

（2）WTO通報（衛生植物検疫措置の適用に関する協定（SPS協定）に基づく通報）   

に対して寄せられたコメント  

1．募集期間  

平成20年1月2日～平成20年3月1日  

2．現在までに寄せられた意見数  

なし  
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